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経
済
発
展
モ
デ
ル
の
転
換
が
叫
ば
れ
、
国
ぐ
る

み
で
文
化
産
業
の
発
展
を
推
し
進
め
て
い
る
今
、

工
業
・
資
源
型
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
唐
山
市
も

文
化
産
業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
唐
山
市

の
文
化
産
業
推
進
状
況
を
取
材
し
た
。

唐
山
市
は
北
京
か
ら
北
東
に
約
１
５
０
キ
ロ

の
位
置
に
あ
り
、
北
は
燕
山
、
南
は
渤
海
に
面
し

て
い
る
。
総
面
積
は
１
万
３
４
７
２
平
方
キ
ロ
、

人
口
は
７
３
５
万
人
。
河
北
省
の
中
心
都
市
で
あ

り
、
経
済
の
中
心
で
あ
る
。

唐
山
市
が
文
化
産
業
発
展
計
画
に
お
い
て
具

体
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
十
大

産
業
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
だ
。
十
大
産
業
チ
ェ
ー
ン

と
は
、
工
業
文
化
産
業
、
歴
史
文
化
産
業
、
紅

色
（
社
会
主
義
革
命
）
文
化
産
業
、
生
態
文
化
産

業
、
地
域
文
化
産
業
、
地
震
文
化
産
業
、
展
示
会

文
化
産
業
、
創
意
設
計
文
化
産
業
、
印
刷
包
装
文

化
産
業
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー
文
化
産
業
の
チ
ェ
ー
ン

を
い
う
。
今
回
は
、
こ
の
う
ち
工
業
文
化
産
業
、

生
態
文
化
産
業
、
地
震
文
化
産
業
を
代
表
す
る
取

り
組
み
を
視
察
し
た
。

工
業
文
化
産
業

開
灤
国
家
鉱
山
公
園

唐
山
と
い
う
と
鉄
鋼
や
石
炭
、
基
礎
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
セ
メ
ン
ト
、
陶
磁
器
な
ど
の
工
業
が
発
達

し
た
工
業
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
唐
山
市
で

は
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
て
工
業
文
化
産
業
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
が
開
灤

国
家
鉱
山
公
園
だ
。

こ
の
公
園
は
李
鴻
章
の
指
示
に
よ
り
１
８
７
８

年
に
設
立
さ
れ
た
開
灤
炭
鉱
（
当
時
の
名
称
は
開

平
炭
鉱
）
を
ベ
ー
ス
に
作
ら
れ
て
い
る
。
開
灤
炭

工業都市

   唐山の文化産業推進
本誌日本語専門家　勝又あや子

１３０年余りの歴史を持つ炭鉱を利用した開灤国家鉱山公園

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
自
然
の
摂
理
を
引
き
出
す
」
磯
江
毅
。
「
見
え

な
い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
」
パ
ウ
ル
・
ク

レ
ー
。
「
水
墨
画
に
魂
を
込
め
る
」
傳
益
瑶
。
そ
し

て
「
神
様
が
描
か
せ
る
」
と
い
う
棟
方
志
功
。
４
人

の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
、
創
造
し
た
作
品
の
中
に

は
作
者
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ

を
感
じ
取
る
に
は
鑑
賞
者
の
側
に
も
あ
る
程
度
の
素

養
や
感
受
性
が
必
要
だ
。

◇
子
供
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
よ
う
◇

絵
画
は
創
作
す
る
作
家
と
、
そ
れ
を
何
年
間
に

も
わ
た
っ
て
鑑
賞
し
て
味
わ
い
理
解
す
る
鑑
賞
者
の

共
同
作
業
か
ら
な
る
も
の
と
思
う
。
作
品
に
込
め
ら

れ
た
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
的
確
に
読
み
取
っ
て
も
ら

う
に
は
、
鑑
賞
者
の
育
成
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
２
つ
の
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

１
つ
は
、
親
は
子
供
に
た
く
さ
ん
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
子
供
の
時
に
絵

本
か
ら
習
得
し
た
素
養
や
感
受
性
は
、
そ
の
後
の
人

格
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
だ
。
２
つ

目
は
画
家
の
方
々
も
絵
本
に
ど
ん
ど
ん
絵
を
提
供
し

て
ほ
し
い
。
子
供
時
代
は
想
像
力
が
逞
し
く
、
絵
本

で
見
た
絵
は
い
つ
ま
で
も
脳
裏
に
残
っ
て
い
て
忘
れ

が
た
い
も
の
だ
。
そ
れ
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の

観
賞
力
も
養
わ
れ
る
は
ず
だ
。

現
在
の
社
会
は
、
多
く
の
も
の
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
、
感
情
の
少
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
一
つ
ひ
と
つ
を
感
情
込
め
て

手
で
描
く
ア
ナ
ロ
グ
な
美
術
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
が
美
術
創
作
に
お
け
る
肝
要

な
意
義
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

◇
賛
同
し
多
く
の
人
が
握
手
求
め
る
◇

私
は
講
演
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
話
を
し

た
。
子
供
時
代
に
絵
本
か
ら
受
け
た
感
動
は
そ
の
後
の

感
受
性
や
素
養
を
豊
か
に
す
る
源
に
な
る
は
ず
だ
。
そ

れ
が
美
術
や
芸
術
を
理
解
す
る
力
に
な
れ
ば
、
豊
か
な

文
化
国
家
を
築
く
一
助
に
な
る
と
思
う
。

子
供
時
代
に
た
く
さ
ん
絵
本
を
読
む
必
要
が
あ

る
こ
と
は
、
会
場
の
多
く
の
人
に
も
賛
同
し
て
も
ら

え
た
よ
う
だ
。
講
演
を
終
え
た
あ
と
「
と
て
も
よ

か
っ
た
」
と
握
手
を
求
め
て
く
る
人
が
何
人
も
い

た
。
私
は
日
本
語
で
話
し
、
中
国
語
で
同
時
通
訳
が

行
わ
れ
た
が
英
語
の
通
訳
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
芸
術
協
会
の
先
生
か
ら
は

「
話
の
内
容
に
興
味
が
あ
っ
た
が
、
日
本
語
と
中
国

語
だ
け
で
は
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
は
残

念
だ
っ
た
」
と
直
接
私
に
訴
え
て
き
た
。

棟
方
志
功
と
友
達
だ
っ
た
と
い
う
台
南
芸
術
大

学
の
徐
小
虎
教
授
か
ら
は
、
「
棟
方
志
功
さ
ん
は
、

私
に
は
『
鬼
が
描
か
せ
る
』
と
言
っ
て
わ
よ
」
と
言

わ
れ
た
。
徐
教
授
か
ら
は
夕
食
の
時
、
「
ご
一
緒
し

て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
非
常
に
丁
寧
な
日

本
語
で
声
を
掛
け
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
徐
教
授
は
南
京
市
生
ま
れ
で
、
日
本
軍

の
爆
撃
に
よ
り
ド
イ
ツ
に
避
難
し
た
あ
と
、
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。
日

本
の
神
奈
川
県
・
北
鎌
倉
で
棟
方
氏
と
知
り
合
い
、

現
在
は
台
湾
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
に
こ
や
か
な

笑
顔
で
、
ち
ょ
っ
と
急
い
で
い
る
よ
う
な
話
し
方
が

棟
方
志
功
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
非
常
に
懐
か
し
く
な

り
、
思
わ
ず
腕
を
組
ん
だ
記
念
写
真
は
メ
ー
ル
で
送

る
約
束
を
し
た
。

講
演
会
場
で
は
休
憩
時
間
に
、
中
国
と
外
国
の

画
家
や
書
家
た
ち
が
、
お
互
い
の
作
品
を
掲
載
し
た

著
書
や
名
刺
を
交
換
し
合
っ
て
い
た
。
私
も
た
ま
た

ま
隣
に
座
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
博
物
館
長
が

講
演
し
て
い
る
写
真
を
撮
り
、
メ
ー
ル
で
送
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
人
脈
の
広
が
り

も
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
開
催
の
意
義
に
な
る
だ
ろ

う
。

◇
「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
一
歩
◇

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
主
催
者
側
の
南
京
大
学
新
聞

傳
播
学
院
・
韓
叢
耀
教
授
は
、
中
国
国
内
外
の
専
門

家
を
集
め
て
開
い
た
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話

し
た
。

「
中
国
は
現
在
、
食
糧
や
衣
類
、
居
住
関
係
な
ど

が
以
前
よ
り
改
善
さ
れ
比
較
的
豊
か
な
生
活
に
な
っ

た
。
物
質
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
精

神
的
な
面
の
向
上
も
必
要
で
あ
り
、
心
の
豊
か
さ
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
歩
が
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
開
催
と
な
る
だ
ろ
う
」

１
０
月
１
８
日
閉
会
し
た
中
国
共
産
党
の
第
１
７

期
中
央
委
員
会
第
６
回
総
会
で
、
「
文
化
強
国
」
実
現

の
た
め
の
決
定
が
採
択
さ
れ
た
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で

は
「
報
道
や
ネ
ッ
ト
の
規
制
、
管
理
強
化
な
ど
も
含
ま

れ
る
」
と
報
道
し
て
い
る
が
、
経
済
の
発
展
と
と
も
に

文
化
振
興
へ
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
心
の
豊

か
さ
も
追
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
先
進
国
家
へ
の

道
程
と
し
て
自
然
な
要
求
だ
と
思
う
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
（
１
９
５
５
～

１
９
７
３
年
）
以
後
、
「
物
の
豊
か
さ
」
と
「
心
の
豊

か
さ
」
を
求
め
る
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
４
０
％
と
並
ん
だ

の
は
１
９
７
８
年
で
あ
る
。
（
内
閣
府
の
『
国
民
生
活

に
関
す
る
世
論
調
査
』
か
ら
）　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
（
１
９
６
４
年
）
か
ら
１
４
年
後
、
大
阪
万

博
（
１
９
７
０
年
）
か
ら
は
８
年
後
で
あ
る
。
そ
の

後
、
「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
人
々
が
増
え
続
け
、

２
０
１
０
年
に
は
「
心
の
豊
か
さ
」
６
０
•
０
％
、

「
物
の
豊
か
さ
」
３
１
•
１
％
と
精
神
的
な
豊
か
さ

を
求
め
る
割
合
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
上
海
万
博
が
成
功
裏
に
終
わ
り
、
中

国
が
文
化
を
振
興
さ
せ
、
「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
よ

う
と
す
る
方
向
に
向
か
い
始
め
た
の
は
、
「
物
」
と

「
心
」
の
両
面
が
充
実
し
た
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
動

き
始
め
た
の
だ
と
思
う
。

（
写
真
は
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
会
場
で
筆
者
写
す
）
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け
で
悪
臭
が
し
、
雑
草
も
生
い
茂
っ
て
い
て
、
誰

も
近
づ
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
今
は
空
気
も
よ
く

な
り
と
て
も
環
境
が
よ
く
な
っ
た
」
と
話
す
。
そ

れ
ま
で
こ
の
周
辺
で
農
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々

も
公
園
内
で
働
い
て
お
り
、
公
園
は
雇
用
創
出
に

も
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

地
震
文
化
産
業

唐
山
地
震
遺
跡
公
園

１
９
７
６
年
７
月
２
８
日
午
前
３
時
４
２
分
。

唐
山
市
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
•
８
の
直
下
型
地

震
が
襲
っ
た
。
市
街
地
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

廃
墟
と
化
し
、
死
者
約
２
４
万
人
と
い
う
２
０
世

紀
最
大
の
地
震
災
害
と
な
っ
た
。

そ
の
地
震
か
ら
３
５
年
。
廃
墟
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
唐
山
市
は
、
現
在
で
は
地
震
の
傷
跡
を
感

じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
見
事
な
復
興
を
遂
げ
て
い

る
。
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
地
震
は
、
同

時
に
唐
山
市
の
人
々
に
大
き
な
精
神
的
財
産
も
残

し
て
く
れ
た
。
地
震
後
に
中
国
全
土
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
救
援
を
忘
れ
な
い
「
感
恩
」
（
恩
を
感
じ

る
）
の
精
神
は
、
唐
山
を
象
徴
す
る
言
葉
に
な
っ

て
い
る
。

「
感
恩
」
の
精
神
と
と
も
に
、
唐
山
市
は
地

震
被
害
と
復
興
の
記
録
も
後
世
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
が
唐
山
地
震

の
震
源
地
に
立
つ
唐
山
地
震
遺
跡
公
園
だ
。
こ
こ

は
唐
山
機
車
車
両
工
場
の
跡
地
に
作
ら
れ
た
公
園

で
、
敷
地
内
に
は
地
震
で
傾
い
た
り
倒
壊
し
た
り

し
た
工
場
建
物
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

高
さ
約
９
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
に
及
ぶ
地
震
記
念
壁
に
は
約
２
４
万
人
の
犠

牲
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
、
見
る
も
の
に
地
震
被
害

の
大
き
さ
を
静
か
に
訴
え
か
け
て
く
る
。
同
公
園

内
に
あ
る
中
国
・
唐
山
地
震
博
物
館
に
は
、
被
害

状
況
を
再
現
し
た
レ
プ
リ
カ
展
示
の
ほ
か
、
貴
重

な
被
災
後
の
写
真
、
震
災
後
の
復
興
の
道
の
り
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
も
今
年
３
月
に
未
曾
有
の
大
地
震
を
経
験

し
た
。
中
国
・
唐
山
地
震
博
物
館
の
参
観
中
は
、

東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
災
状
況
を
連
想
し
、

胸
が
つ
ま
っ
て
直
視
で
き
な
い
場
面
も
あ
っ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
見
事
に
復
興
を
遂
げ
た
現
在
の

唐
山
市
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
今
か
ら
３
０
年
後
に

同
じ
よ
う
に
立
ち
直
っ
た
日
本
の
被
災
地
を
想
い

描
く
こ
と
も
で
き
、
必
ず
復
興
で
き
る
と
い
う
希

望
の
光
を
見
た
よ
う
で
力
強
く
も
感
じ
た
。
唐
山

の
教
訓
は
、
未
曾
有
の
震
災
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

貴
重
な
先
例
と
し
て
、
日
本
の
震
災
後
復
興
に

と
っ
て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
写
真
は
す
べ
て
筆
者
写
す
）

地震で傾いた工場施設。地震被害のすさまじさを今に伝える

鉱
は
中
国
初
の
機
械
に
よ
る
採
鉱
や
石
炭
の
鉄
道

輸
送
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
中
国
初
の
標
準
軌

道
鉄
道
の
起
点
や
中
国
初
の
蒸
気
機
関
車
、
現
存

す
る
中
国
で
最
古
の
株
式
、
１
０
０
年
以
上
前
に

手
書
き
で
記
帳
さ
れ
た
羊
皮
紙
の
帳
簿
な
ど
、
中

国
の
１
０
０
年
来
の
工
業
発
展
を
象
徴
す
る
貴
重

な
遺
産
を
有
し
、
「
中
国
石
炭
工
業
の
生
き
た
化

石
」
の
異
名
を
持
つ
。
歴
史
あ
る
炭
鉱
を
利
用
し

た
開
灤
国
家
鉱
山
公
園
は
、
一
世
紀
余
り
に
わ
た

る
工
業
遺
産
を
文
化
産
業
へ
と
転
換
し
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

開
灤
国
家
鉱
山
公
園
は
唐
山
市
政
府
の
主
導

の
下
、
開
灤
集
団
公
司
が
運
営
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
は
２
０
０
９
年
で
、
中
国
北
方
近
代

工
業
博
覧
園
、
老
唐
山
風
情
小
鎮
、
開
灤
現
代

鉱
山
工
業
モ
デ
ル
園
か
ら
な
っ
て
い
る
。
今
回

取
材
し
た
の
は
中
国
北
方
近
代
工
業
博
覧
園
の

中
に
あ
る
開
灤
博
物
館
。
こ
の
博
物
館
で
は
、

石
炭
の
出
来
る
過
程
、
古
代
の
採
掘
法
な
ど
を

含
め
た
炭
鉱
の
歴
史
、
洋
務
運
動
に
よ
る
民

用
工
業
発
展
な
ど
を
、
豊
富
な
展
示
品
と
立

体
的
で
体
験
型
の
展
示
方
法
に
よ
っ
て
、
非

常
に
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
印
象
的
に
展
示
し

て
い
る
。
実
際
に
地
下
の
炭
鉱
跡
地
を
体
験
で

き
る
「
井
下
探
秘
遊
」
と
い
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
、
工
場
跡
地
を
利
用
し
た
マ
ジ
ッ
ク
劇
場

「
魔
力
地
帯
（
マ
ジ
ッ
ク
エ
リ
ア
）
」
な
ど
も

オ
ー
プ
ン
予
定
だ
。

生
態
文
化
産
業

南
湖
生
態
公
園

生
態
文
化
産
業
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
唐

山
市
南
部
に
広
が
る
南
湖
生
態
公
園
だ
。
公
園
の

面
積
は
お
よ
そ
３
０
平
方
キ
ロ
で
、
公
園
を
中
心

と
し
て
開
発
中
の
南
湖
生
態
城
（
エ
コ
シ
テ
ィ
）

の
計
画
総
面
積
は
１
０
５
平
方
キ
ロ
に
も
及
ぶ
。

公
園
内
に
あ
る
小
山
か
ら
周
囲
を
眺
め
る
と
、
清

ら
か
な
水
を
た
た
え
る
大
小
の
湖
が
点
在
し
、
道

の
両
脇
は
深
い
緑
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
す
が
す
が

し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
、
す
っ
か
り
市
民
の

憩
い
の
場
所
と
な
っ
た
こ
の
公

園
は
、
実
は
ほ
ん
の
数
年
前
ま

で
は
悪
臭
漂
う
ゴ
ミ
の
山
と
、

地
盤
沈
下
し
た
炭
鉱
跡
地
に
地

下
水
や
雨
水
の
た
ま
っ
た
ど
ぶ

池
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
公
園

は
、
い
わ
ば
１
０
０
年
余
り
の

工
業
発
展
に
よ
る
負
の
遺
産

を
、
都
市
の
品
位
を
高
め
る
優

れ
た
自
然
環
境
資
源
へ
と
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

公

園

が

完

成

し

た

の

は

２
０
０
９
年
５
月
。
１
年
足

ら
ず
と
い
う
短
期
間
で
、
都
市

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
要
因
だ
っ

た
劣
悪
な
環
境
を
心
地
の
よ
い

市
民
の
憩
い
の
場
に
作
り
変
え

た
。
公
園
建
設
工
事
に
携
わ

り
、
現
在
は
公
園
の
清
掃
管
理

の
仕
事
に
就
い
て
い
る
張
超
光

さ
ん
は
、
「
以
前
は
ゴ
ミ
だ
ら

以前はゴミの山だった小山からの眺め。湖は地盤沈下した炭

鉱跡地だった

犠牲者全員の名前が刻まれた記念壁は映画『唐山大地震』に

も登場する
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唐
山
市
の
管
轄
県
で
あ
る
灤
県
は
三
千
年
の
歴

史
を
持
つ
古
城
。
灤
県
は
今
、
灤
州
古
城
と
い
う
歴

史
文
化
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
に
県
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
狙
う
の
は
、
文
化
産
業
を
突
破
口

に
し
た
内
需
主
導
型
経
済
成
長
モ
デ
ル
へ
の
転
換

だ
。

三
千
年
の
歴
史
を
持
つ
古
城
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク

灤
県
は
北
京
か
ら
北
東
に
約
２
２
０
キ
ロ
の
距

離
に
あ
り
、
唐
山
市
と
秦
皇
島
市
の
間
に
位
置
す

る
。
遼
代
に
築
か
れ
た
歴
史
あ
る
都
市
で
、
古
く
は

灤
州
と
呼
ば
れ
、
１
９
１
３
年
に
中
華
民
国
に
よ
り

州
制
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
は
、
現
在
の
唐
山
市
な
ど

も
含
め
た
地
域
全
域
を
指
し
た
。
後
に
唐
山
市
な
ど

が
分
離
さ
れ
、
残
り
の
地
域
が
灤
県
と
な
っ
た
。
古

来
か
ら
の
灤
州
の
中
心
部
は
現
在
の
灤
県
に
位
置
す

る
。灤

州
は
河
北
省
張
家
口
に
発
し
渤
海
に
注
ぐ
灤

河
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
２
０
万
年
前
の
原
始
社
会
か

ら
人
類
が
こ
こ
で
生
活
し
た
。
遼
代
か
ら
は
州
が
設

け
ら
れ
、
金
、
元
、
明
、
清
な
ど
多
く
の
王
朝
の
統

治
下
に
入
り
、
２
６
の
民
族
が
こ
の
地
に
暮
ら
し

た
。
風
光
明
媚
な
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
清
の

康
熙
帝
や
乾
隆
帝
な
ど
１
８
人
の
皇
帝
が
合
計
３
８

回
滞
在
し
た
。

灤
州
古
城
は
、
古
城
（
古
い
都
市
）
を
テ
ー
マ

に
し
た
巨
大
観
光
施
設
。
３
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う

広
大
な
敷
地
面
積
に
、
灤
州
の
城
門
や
鐘
楼
、
鼓

楼
な
ど
を
含
む
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
物
を
再
建
し
、

明
・
清
代
の
北
方
中
国
の
街
並
み
を
再
現
す
る
。
宿

泊
・
飲
食
施
設
や
各
種
商
店
の
ほ
か
、
民
間
芸
術

文
化
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
民
俗
文
化
体
験
の
で

き
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
用
意
さ
れ
、
さ
な
が
ら
古

城
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
趣
だ
。
敷
地
内
に
建
設

さ
れ
る
住
宅
の
販
売
も
予
定
さ
れ
、
不
動
産
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
側
面
も
持
つ
。
２
０
１
０
年
に
着
工

し
、
２
０
１
２
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

文
化
産
業
を
突
破
口
に
経
済
成
長
モ
デ

ル
転
換

灤
県
共
産
党
委
員
会
の
盧
宏
秋
書
記
は
、

「
文
化
産
業
を
突
破
口
に
し
て
、
投
資
・
輸

出
・
消
費
の
順
だ
っ
た
経
済
成

長
モ
デ
ル
を
、
消
費
・
投
資
・

輸
出
の
順
へ
と
変
え
て
い
く
」

と
話
す
。
観
光
産
業
で
消
費
を

刺
激
し
、
文
化
産
業
を
新
た
な

成
長
ポ
イ
ン
ト
へ
と
育
て
る
こ

と
で
、
経
済
成
長
モ
デ
ル
を
輸

出
・
投
資
主
導
型
か
ら
消
費
が

経
済
成
長
を
け
ん
引
す
る
と
内

需
主
導
型
へ
と
転
換
し
て
い
く

考
え
だ
。
同
時
に
、
灤
県
の
知

名
度
と
影
響
力
ア
ッ
プ
、
人
々

の
資
質
向
上
も
目
指
す
。
「
灤

河
流
域
に
あ
る
２
８
の
県
・
市

の
う
ち
、
『
灤
』
の
字
が
つ
い

て
い
る
の
は
灤
県
だ
け
。
こ
の

灤
河
を
テ
ー
マ
に
し
て
特
色
あ

る
文
化
産
業
を
育
て
、
灤
河
文

化
復
興
の
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
示
す
。

北
京
と
秦
皇
島
の
間
に
灤
州

古
城
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

北
京
か
ら
秦
皇
島
・
北
戴
河
へ
と
向
か
う
目
的

地
直
行
型
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
観
光
を
、
複
数
の

逗
留
ポ
イ
ン
ト
の
あ
る
観
光
路
線
へ
と
変
え
る

こ
と
を
狙
う
。
北
京
と
秦
皇
島
・
北
戴
河
の
間

で
素
通
り
さ
れ
て
い
た
灤
県
に
観
光
客
の
足
を

引
き
止
め
、
た
く
さ
ん
お
金
を
落
と
し
て
も
ら

い
、
灤
県
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

実
際
の
投
資
開
発
を
行
う
の
は
雲
南
楚
雄
匯

通
房
地
産
開
発
有
限
公
司
だ
。
古
鎮
（
古
い

村
）
や
古
城
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
開
発
の
実

績
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
雲
南
省
で
少
数
民
族

の
彝
族
を
テ
ー
マ
に
し
た
彝
人
古
鎮
・
孔
子
と

儒
教
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
石
羊
古
鎮
を
開
発

し
、
現
在
は
重
慶
市
で
長
寿
を
テ
ー
マ
と
し
た

長
寿
古
鎮
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
古
鎮
や
古

城
観
光
地
の
開
発
は
、
雲
南
省
の
麗
江
古
城
、

安
徽
省
の
鳳
凰
古
城
、
浙
江
省
の
烏
鎮
（
西

柵
）
な
ど
主
に
南
部
に
集
中
し
て
お
り
、
北
部

で
は
山
西
省
の
平
遥
古
城
を
除
く
と
ま
だ
ほ
と

ん
ど
空
白
地
帯
と
言
っ
て
よ
い
。
灤
州
古
城
は

ま
さ
に
こ
の
空
白
を
埋
め
る
形
に
な
る
。
雲
南

楚
雄
匯
通
の
呉
玉
勝
董
事
長
は
「
灤
州
古
城
は

単
な
る
観
光
地
で
は
な
く
、
商
業
・
文
化
・
観

光
・
居
住
の
総
合
体
。
食
べ
る
・
泊
ま
る
・
行

く
・
遊
ぶ
・
買
う
・
楽
し
む
と
い
う
観
光
の
六

大
要
素
を
満
た
す
」
と
語
る
。

す
で
に
完
成
し
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
モ

デ
ル
エ
リ
ア
を
訪
ね
る
と
、
巡
灤
府
と
扁
額
の

つ
い
た
建
物
の
前
で
チ
ャ
ル
メ
ラ
や
太
鼓
の
演

奏
に
迎
え
ら
れ
た
。
通
り
に
は
も
う
開
業
し
て

い
る
商
店
や
バ
ー
も
一
部
あ
る
。
来
年
の
全
面

オ
ー
プ
ン
時
に
は
、
５
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
ホ
テ

灤
州
古
城

     
唐
山
灤
県
が
進
め
る

        
一
大
文
化
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
誌
日
本
語
専
門
家　

 

勝
又
あ
や
子

灤州古城のモデルエリアにある巡灤府すでに完成したモデルエリアの街並み
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ル
や
民
宿
、
各
種
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
廟
会

（
縁
日
）
や
民
俗
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
タ
イ

や
韓
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
営
業
が
予
定
さ

れ
、
国
際
色
も
豊
か
に
な
り
そ
う
だ
。

古
代
・
伝
統
文
化
と
現
代
生
活
と
の

融
合古

代
文
化
や
伝
統
文
化
と
現
代
生
活
と
の
融

合
も
灤
州
古
城
の
大
き
な
テ
ー
マ
だ
。
モ
デ
ル

エ
リ
ア
で
は
、
毎
晩
「
祭
火
大
典
」
と
呼
ば
れ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
契
丹
民
族
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
古
代

北
方
遊
牧
民
族
の
火
を
祭
る
行
事
を
再
現
し
た

も
の
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
す
で
に
地
元

住
民
の
格
好
の
娯
楽
と
な
っ
て
お
り
、
毎
晩
多

く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。
儀
式
を
再
現
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
終
わ
る
と
、
老
若
男
女

が
次
々
に
飛
び
出
し
て
き
て
踊
り
始
め
、
あ
っ

と
間
に
何
重
も
の
踊
り
の
輪
が
か
が
り
火
を
囲

ん
だ
。
誰
も
が
慣
れ
た
手
つ
き
と
足
取
り
で

踊
っ
て
い
て
、
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
地
元

住
民
に
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
た
。

文
化
産
業
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
博
物
館
と

い
っ
た
「
箱
」
を
作
る
だ
け
で
は
成
り
立
た
な

い
。
そ
こ
で
働
く
人
や
消
費
す
る
人
が
い
て
初

め
て
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
、
活
き
た
産
業
に
な

る
。
管
理
モ
デ
ル
の
構
築
や
人
材
育
成
、
対
外

宣
伝
な
ど
課
題
も
多
い
よ
う
だ
が
、
続
々
と
輪

に
加
わ
り
満
面
の
笑
顔
で
踊
り
続
け
る
人
々
の

姿
は
、
完
成
後
の
灤
州
古
城
の
盛
況
を
想
像
さ

せ
る
に
足
る
も
の
だ
っ
た
。

契丹民俗文化をテーマにしたアトラクション「祭火大典」（写真はすべて筆者写す）
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